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【
資
料
】

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵 

　『
新
増
鷹
鶻
方
』（
函
号
三
〇
六
―
三
〇
七
）
全
文
紹
介

二
本
松
泰
子

（
一
）
は
じ
め
に

　
前
近
代
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
で
は
『
鷹
鶻
方
』
を
称
す
る
鷹
狩
り
の
伝
書
は
以

下
の
三
種
類
が
存
在
す
る
。

①
李
文
烈
（
兆
年
）
著
『
高
麗
古
本
鷹
鶻
方
』（
十
四
世
紀
成
立
）

②
李
瑢
著
『
古
本
鷹
鶻
方
』（
十
五
世
紀
成
立
）

③
李
爓
著
『
新
増
鷹
鶻
方
』（
十
六
世
紀
成
立
）

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
②
③
に
つ
い
て
は
写
本
が
日
本
に
お
い
て
も
伝
来
し
て
い
る

（
注
１
）。
特
に
③
の
『
新
増
鷹
鶻
方
』
は
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
薬
草
政
策
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
朝
鮮
薬
材
調
査
の
対
象
に
同
書
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
以

降
、
主
に
武
家
の
間
で
流
行
し
、
大
量
の
写
本
や
国
字
解
の
テ
キ
ス
ト
が
全
国
的

に
流
布
し
た
。
特
に
国
字
解
は
板
本
が
多
数
出
版
さ
れ
て
い
る
（
注
２
）。
著
者

の
李
爓
は
、
李
氏
朝
鮮
の
第
十
一
代
国
王
で
あ
る
中
宗
（
在
位
：
一
五
〇
六
～
一

五
四
四
）
か
ら
第
十
三
代
国
王
の
明
王
（
在
位
：
一
五
四
五
～
一
五
六
七
）
の
時

代
に
儀
礼
・
祭
事
や
外
交
な
ど
を
司
る
礼
曹
で
正
郎
を
務
め
た
漢
方
医
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
養
鷹
に
お
け
る
薬
医
法
に
関
す
る
説
明
が
大
半
を
占
め
る
（
注
３
）。

　
本
稿
で
は
、同
書
の
写
本
の
う
ち
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵『
新
増
鷹
鶻
方
』

（
函
号
三
〇
六
―
三
〇
七
）
の
全
文
を
紹
介
す
る
。
当
該
写
本
の
書
誌
に
つ
い
て

は
す
で
に
三
保
忠
夫
に
よ
っ
て
下
記
の
通
り
報
告
さ
れ
て
い
る
（
注
４
）。

〇�
『
新
増
鷹
鶻
方
』
朝
鮮
　
李
爓
　
江
戸
初
期
写
　
内
閣
文
庫
所
蔵
、
一
冊

（
306
／
307
）

後
表
紙
（
黒
）、
外
題
に
「（
新
増
）
鷹
鶻
方
」（
簽
〈
新
〉、
後
、
左
、
双
）

と
あ
り
、
内
題
に
「
新
増
鷹
鶻
方
」
と
あ
る
。
寸
法
は
縦
二
八
・
一
㎝
、
横



－79－

『グローバルマネジメント』第５号

二
一
・
二
㎝
。
袋
綴
。
楮
紙
。
墨
付
四
八
丁
（
※
稿
者
注
・
正
し
く
は
二
十

八
丁
）。
一
面
九
行
。
漢
文
体
。
墨
筆
の
片
仮
名
付
訓
・
辞
書
引
用
（
宋
本

系
『
玉
篇
』
等
）、
朱
筆
の
書
入
・
イ
本
校
合
、
朱
引
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
書
入
は
道
春
の
手
に
な
る
。
内
容
は
、
後
掲
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

本
に
同
じ
。
巻
頭
の
印
記
に
「
林
氏
之
／
蔵
書
」（
朱
方
印
）、「
浅
草
文
庫
」

（
朱
長
方
印
、
双
）、「
江
雲
渭
樹
」（
朱
長
方
印
、
双
、「
江
」「
渭
」
は
陰
刻
、

「
雲
」「
樹
」
は
陽
刻
）、「
内
閣
／
文
庫
」（
朱
方
印
）、「
日
本
／
政
府
／
図

書
」（
朱
方
印
）
が
あ
り
、
本
文
末
尾
に
「
道
春
子
」（
朱
筆
）、
印
記
、「
昌

平
坂
／
学
問
所
」（
墨
長
方
印
）、「
内
閣
／
文
庫
」（
朱
方
印
）
が
あ
る
。「
道

春
」
は
林
羅
山
の
法
号
で
、
そ
の
諱
は
信
勝
、
字
は
子
信
、
号
は
羅
山
と
い

う
。
生
歿
、
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
～
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
正
月

二
三
日
。
江
戸
時
代
初
期
の
儒
学
者
で
幕
府
儒
官
林
家
の
祖
と
な
る
。
朱
子

学
を
修
め
、
慶
長
一
〇
年
家
康
に
仕
え
、
以
下
、
家
綱
ま
で
四
代
の
将
軍
の

侍
講
を
務
め
た
。
寛
永
七
年
私
塾
を
建
て
、
こ
れ
が
後
の
昌
平
黌
の
基
と
な

る
。「
江
雲
渭
樹
」
は
彼
の
蔵
書
印
の
一
つ
。

　
右
の
三
保
の
報
告
に
よ
る
と
、
同
伝
本
の
書
入
れ
を
し
た
の
は
林
羅
山
と
さ
れ

る
。彼
が
朝
鮮
の
鷹
書
に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
、寛
永
十
三
年（
一

六
三
六
）の
朝
鮮
通
信
使
一
行
の
副
使
で
あ
る
金
世
濂（
一
五
九
三
～
一
六
四
六
）

が
日
本
で
の
見
聞
を
記
し
た
『
海
槎
録
』
の
記
録
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
は
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
５
）。
す
な
わ
ち
、
羅
山
が
金
世
濂
に
朝
鮮
の
養
鷹
方

に
つ
い
て
質
問
す
る
と
、
金
世
濂
は
す
か
さ
ず
上
掲
①
の
李
文
烈
（
兆
年
）
著
『
高

麗
古
本
鷹
鶻
方
』
が
す
る
と
回
答
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
鷹

狩
り
の
伝
書
で
あ
り
な
が
ら
、
日
朝
の
学
者
か
ら
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
当
該
伝
本

を
取
り
上
げ
、
そ
の
全
文
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
近
世
期
の
日
本
の
放

鷹
文
化
の
み
な
ら
ず
、
儒
学
・
薬
学
・
獣
医
学
と
い
っ
た
学
問
分
野
に
お
い
て
も

朝
鮮
由
来
の
鷹
書
が
関
わ
っ
て
い
た
実
像
を
解
明
す
る
た
め
の
情
報
を
提
示
し
た

い
。

【
注
】

１�

　
二
本
松
泰
子
『
鷹
書
と
鷹
術
流
派
の
系
譜
』
補
論
「
朝
鮮
放
鷹
文
化
享
受
の

一
斑
―
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
『
古
本
鷹
鶻
方
』
の
伝
来
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
八
年
二
月
）
等
。

２�

　
藤
實
久
美
子
「
鷹
書
と
出
版
文
化
」（『
鷹
狩
り
の
日
本
史
』
所
収
、
福
田
千

鶴
・
武
井
弘
一
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
二
月
）
等
。

３�

　
田
川
孝
三
『
李
朝
貢
納
制
の
研
究
』
第
二
編
「
進
上
考
」
五
「
鷹
子
進
上
」

〔
附
〕
安
平
大
君
李
瑢
著
鷹
鶻
方
に
つ
い
て
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
四
年
十
一

月
）、
三
保
忠
夫
『
鷹
書
の
研
究
―
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を
中
心
に
―
（
下
冊
）』

第
二
部
第
八
章
「
李
氏
朝
鮮
の
王
族
、
医
学
者
に
関
わ
る
鷹
書
」（
和
泉
書
院
、

二
〇
一
八
年
二
月
）
等
。

４�

　
注
３
の
三
保
著
書
に
同
じ
。

５�

　
注
３
の
田
川
著
書
に
同
じ
。

（
二
）『
新
増
鷹
鶻
方
』
の
本
文

【
凡
例
】

一�

　
翻
刻
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
新
増
鷹
鶻
方
』（
函
号
三
〇
六
―
三

〇
七
）
に
よ
っ
た
。
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一�
　
改
行
は
／
で
示
し
た
。
改
丁
は
」
を
も
っ
て
示
し
、（
一
オ
）
の
よ
う
に
丁

数
な
ら
び
に
表
裏
を
示
し
た
。

一�

　
字
体
は
出
来
る
だ
け
底
本
の
表
記
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
心
が
け
た
が
、
異
体

字
な
ど
、
一
部
通
行
の
字
体
に
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一�

　
頭
注
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
街
頭
部
分
に
算
数
字
を
付
し
、
そ
れ
に
対
応
す

る
注
の
文
言
を
各
ペ
ー
ジ
の
末
尾
に
記
載
し
た
。

一�

　
朱
書
き
に
つ
い
て
は
文
字
の
頭
に
（
朱
）
と
示
し
た
。

一�

　
原
本
に
よ
る
と
、
人
名
は
文
字
の
中
央
に
一
本
、
国
名
・
地
名
は
文
字
の
右

に
一
本
の
朱
引
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
朱
筆
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
特
に
明
記

し
て
い
な
い
。

新
増
鷹
鶻
方
／

鷹ノ

賦
　
　
魏
彦
深
／

惟レ

茲ノ

禽ノ

之
化
‐
育
實ニ

鐘
山ノ

之
所ナ
リ

レ
生
ナ
レ
ル

資
ト
リ
テ

二
金
‐
／
方ノ

之
猛
‐
氣ヲ

一

擅
マ
ゝ
ニ
ス

二
火
‐
徳ノ

之
炎
‐
精ヲ

一
何ソ

虞
‐
者ノ

之
／  1
多キ

レ
端
運
ラ
シ
テ

レ
横
‐
羅ヲ

以テ

覊
‐
束ス

䌌綴
カ

二
經軽
異

‐
絲ヲ

於
雙

‐
瞼ニ

／
結リ

二
長
‐
縄ヲ

於
兩
‐
足ニ

一
飛
フ
コ
ト

不
レ
遂ケ

二
於
本
‐
情ヲ

一

食
ハ
ム
コ
ト

不
／
レ
充タ

二
於
所ヲ

一
レ
欲ス
ル

逸
‐
翰
由
ヨ
リ
テ

而
蹔ク

‐
欲
オ
サ
マ
リ

雄
‐
心
為ニ

レ
之カ

／
自ミ

局
カ
キ
レ
リ

若シ

乃ス

貌
非
レ
不ル
ニ

レ
一ナ
ラ

相―

乃ス

多シ

レ
途ミ
チ

指
ユ
ヒ
ハ

重ン
シ

二
／
十
‐
字ヲ

一
尾ハ

貴フ

二
合
‐
盧ヲ

一

立
テ
ル
コ
ト
ハ

如ク

レ
植
木ノ

望
ム
ナ
ハ

似タ
リ

レ
愁
‐

胡ニ

」（
一
オ
）
觜ハ

同ク

二
鉤
‐
利ニ

一
脚ハ

等
ヒ
ト
シ

二
荊
‐
枯ニ

一
亦
有リ

下
白
コ
ト
ハ

如ク

レ
散
‐
花ノ

／
赤
コ
ト
ハ

如ク

レ
點
‐
血ノ

大
‐
文
若ク

レ
錦ノ

‐
細
斑
似タ
リ

レ
纈ニ

眼ハ

類シ

／
レ
明
‐
珠ニ

毛ハ

猶ヲ

レ
霜
‐
雪ノ

身
‐

1
　
玉
篇

且
立
切
縫
也
亦
作
緝
又
与
摺
／
同
／

重
キ
コ
ト

若ク

レ
金ノ

爪
剛
キ
コ
ト

如
ナ
ル
コ
ト

上
レ
鐵
／
或ハ

復タ

頂
‐
平
ニ
シ
テ

似タ
リ

レ
削
レ
ル
ニ

頭
‐
圓
ニ
シ
テ

如シ

レ
卵ノ

臆ム
ネ

‐
濶
ヒ
ロ
ク

頚
‐
長ク

／
筋
‐
麁
ア
ラ
ク（
朱
）ハ
キ脛
ハ
キ

短シ

翅サ

‐
厚ク

羽
‐
勁
ツ
ヨ
ク

脾
エ
フ
ク
ロ

モ
ゝ

‐
寛ロ
ク

肉
‐

緩
ユ
タ
カ
ナ
リ

此ノ

之

／
才
‐
用
倶ニ

為ス

レ
絶
‐
伴ト

或ハ

如ク

二
鶉ノ

‐
頭ノ

一
或ハ

似タ
リ

二
鴟
ト
ヒ
ノ

‐
首へ
ニ

一
／
赤
‐
精
黄
‐
足

細
‐
骨
小
‐
肘チ

ウ

懶モ
乄

而
易ク

レ
驚

奸
カ
タ
マ
シ
フ
乄

而
／
難シ

レ

誘
ミ
チ
ヒ
キ

住
〇
往
歟

テ

不
レ
可
レ
呼フ

飛テ

不
レ
及ハ

レ

走ル
ニ

若キ
ノ

レ
斯ノ

之
輩ハ

／
不
レ
如シ
カ

レ
勿キ
ニ

レ
有
ル
コ
ト

若シ

‐
夫レ

疾ト
ク

食ハ
ミ

速カ
ニ

消ケ
ス

此レ

則
有リ

レ
命
」（
一
ウ
）
鴛ノ

頚
ク
ヒ
ノ
如
ニ
乄

猴
ノ
如
ニ

‐
立ツ

是ヲ

為ス

レ
無シ
ト

レ
病
厠
‐
門
忌ミ

レ
火ヲ

結
‐
肚ト

／
悪ク
ム

レ

軟
ナ
ン
ヲ

絛條
イ

不
レ
欲セ

レ

絶
タ
シ
コ
ト
ヲ

背
不
レ
宜カ
ラ

レ
喘ク
ニ

生
ナ
レ
ル

二
於
窟
イ
ハ
ヤ
ニ

一
者ノ
ハ

／
則
好ム

レ
眠リ
ヲ

生
ナ
レ
ル

二
於
木ニ

一
者ノ
ハ

則
常ニ

立ツ

雙
‐

骹
長キ

者ノ
ハ

／
則
起
タ
ツ
コ
ト

遅シ

六
‐
翮カ
ク

短キ

者ノ
ハ

則
飛
フ
コ
ト

急ナ
リ

毛
‐
衣
屡〳
〵

改リ
テ

／
厥ノ

色
無シ

レ
常
寅ニ

生ナ
リ

酉ニ

就ナ
ル

捴
ス
へ
テ

號
ナ
ツ
ケ
テ

為ス

レ
黄ト

二
‐
周ヲ

／
作ス

レ（
朱
）ハ
ン
ト

鴘

（
朱
）ヤ
マ
カ
へ
リ
ト

千
‐
日
成ナ
ル

レ
蒼ト

雖
レ
曰フ
ト

レ
排
‐

盧虚
イ

ト

性
殊ナ
リ

二
衆
‐
鳥ニ

一
／
雌ハ

則
體
‐
大ナ
リ

雄ハ

則
體
‐
小
キ
ナ
リ

遇テ
ハ

レ
犬ニ

則
驚キ

‐
猜
ソ
ネ
ミ

見テ
ハ

／
レ
人ヲ

則
馴ナ
レ

擾
ナ
ツ
ク

養
カ
フ
ト
キ
ハ

レ
雛ヲ

則
小
ス
ク
ナ
シ

レ
病
野
‐
羅
ス
ル
時
ハ

則
多シ

レ
巧ミ

／
察
ス
ル
コ
ト

レ
之ヲ

為ス

レ
易シ
ト

調
フ
ル
コ
ト

レ

之ヲ

實ニ

難シ
ホ
コ
ハ

格
（
朱
）ホ
コ
ハ

必ス

高ク

‐

逈
ハ
ル
カ
ニ
シ

室ハ

必ス

」（
二
オ
）
華
‐
寛ニ
ス

薑ハ

以テ

取リ

レ
熱ヲ

酒ハ

以テ

排
ハ
イ
ス

レ
寒ヲ

鞲ハ
ク

　へ須
シ

二
温
‐
暖ナ
ル

一
／
肉ハ

不
二
陳
‐
乾ニ
セ

一
近
ツ
ケ
テ

レ
之ヲ

令乄

レ
狎ナ
レ

静ニ
乄

レ
之ヲ

使ム

レ
安カ
ラ

晝ハ

不

／
レ
離乄

レ
手ヲ

夜ハ

便ス

火
‐
宿ス

微キ

加テ

二
其ノ

毛ヲ

一
小キ

减ス

二
其ノ

肉ヲ

一
／
肌
‐
肥へ

膓
‐
痩セ

心
‐
和キ

性
‐
穆
ヤ
ハ
ラ
ク

念ヒ
ワ
タ

絶リ

タ
チ

二
雲
‐
霄ヲ

一
志
在リ

二
／
馳
‐
遂ニ

一
骹
者
脛
也
挌
者
架
也
黄
者
今
之
甫
‐
羅
ナ
リ

也
鴘
ハ
者
〇
今
ノ
之
求
‐
億
‐
真
ナ
リ
也

／

同
前
／

伊コ
レ

鐘
山ノ

之
贄
‐
鳥
禀ク

二
金
‐
方ノ

之
勁
‐
氣ヲ

一
含ミ

二
火
‐
／  2
徳ノ

之
明
‐
輝ヲ

一
論ス

二
瑶

‐
池ノ

之
純
‐
粹ヲ

一
春
‐
秋
運
‐
斗
‐

樞
曰
瑶
‐
光
‐

／
星
散
ヲ

為
レ
鷹

／
或ハ

聞ク

三
於
蒼―

成
ナ
ル
コ
ト
ヲ

二
千
‐
日ニ

一
或ハ

重ン
ス

二
其ノ

指

如
ナ
ル
ヲ

一
」（
二
ウ
）
レ
十
‐
字ノ

若モ
シ

乃ス

點
‐
血
散
‐
花ノ

之
状
草
‐
眸
金
‐
距ノ

／
之
名
西
京
雜

記
曰
茂

陵
ノ
李
竒
好
ム
レ
馳
‐
遂
ヲ
鷹
‐
鷂
皆
為
ナ

ス
レ
佳
‐
名
ヲ
鷹
ニ
有
〇
青
‐
翅
草
‐
眸

／
青
‐
寞
金
‐
距
ノ

之
属
タ
ク
ヒ
一

既ニ

在テ

レ
南ニ

而
為ス

レ
鷂ト
晋
書
崔
洪
清
‐
厲
鯁
‐

直
ナ
リ
為
タ
リ
二
尚
‐

／
書
左
‐
亟
一
時
為
ニ
レ
之

カ
語
乄
曰
叢
‐
生
ノ
荊
‐

棘
耒
ル
レ
自
リ
レ
慱
陵
在
テ
ハ
レ
南
ニ

為
リ
レ
鷂
ト
在
ハ
レ
北
ニ
為
ル
レ
鷹
ト

亦
與
ト
モ
ニ
乄

／
レ
鷂ト

而
為ス

レ
兄ミ
ト
古
‐
樂
‐
府
ニ
曰
豹
ハ
則
虎

ノ
之
弟
鷹
ハ
則
鷂
ノ
之
兄

亦
有リ

下

下
ク
タ
リ
テ

／
レ

2
　
論
作
淪
イ
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韝
タ
カ
タ
ヌ
キ
ヲ

命―
シ

レ

中
ア
タ
ル
コ
ト
ヲ

盡イ
テ

レ
壁ニ

如ナ
ル

上
レ
真ノ
漢
ノ
趙
勤
字
孟
卿
太
‐
守

桓
虞
署
乄
以
テ
為
二
督

／
貪
令
ト
一
自
ミ
責
テ
解
テ
レ
卯
‐
緩
ヲ
去
ル
虞
嘆
乄
曰
善

‐
吏
ハ
如
シ
二
良
‐
鷹
ノ
下
リ
テ
レ
韝
ヲ
則
レ
中
タ
ル
カ

一
〇
齋
ノ
廣
‐
寧

‐
王
存
珩
盡
ク
二

／
蒼
‐
鷹
ヲ
於
壁
ニ
一
見
ル

者
ノ
皆
以
テ
為
ス
レ
真
ト

資ト
リ

二
僧
達カ

之
馳
‐
逐ヲ

一
王
僧
達
好
ム

レ
鷹
‐
犬
ヲ

／
何
尚
之
カ
曰
願
ハ
郎
且
シ
ハ
ラ
ク
放
テ

レ
鷹
‐
犬
ヲ
不
レ
二
復
タ
遊
‐
猟
セ
一

教ユ

二

行
父カ

之
事
ル
コ
ト
ヲ

一
レ
君ニ
減文

」（
三
オ
）
仲
教
へ
テ
レ
行
父
ニ
曰
誅
ス
ル
コ
ト
ハ
下
無
キ
レ
禮
二
於
其
ノ
君

ニ
一
者
ノ
ヲ
上
如
シ
二
鷹
‐
鸇
テ
ン
ノ
之
遂
フ
カ
一
レ
鳥
‐
萑
ヲ

唐ニ
ハ

則
断
タ
フ
テ

レ
聯ー
ヲ

／
而
見ル

レ
放タ
太
宗
初
メ
即
ク
レ
位
ニ
園
‐
中
ノ
籠
‐

鷹
悉
ク
断
テ
レ
聯
ヲ
任
カ
ス
レ
去
ル
ニ

漢ニ
ハ

則
斥
シ
リ
ソ
ケ

‐
賣テ

／
而
不
レ
用ヒ
和
熹
太
后
臨
リ
レ
朝
ニ
上
林
ノ

鷹
‐
犬
悉
ク
ニ
斥
ケ
‐
賣
ル

遂ヒ
キ

二

黄
‐
犬ヲ

於
／
東
‐
門ニ

一
李
斯
臨
テ
レ
刊
ニ
謂
テ
レ
子
コ
ニ
曰
イ
牽
キ
レ
黄
ヲ
臂
ニ
乄
レ

蒼
ヲ
瞠
‐
目
セ
ン
コ
ト
上
〇
蔡
ノ
東
‐
門
ニ
一
不
レ
可
レ
得
矣

撃ウ
ツ

二
／
鵬
‐
雛ヲ

於
雲
夢ニ

一

楚
ノ
文
王
得
テ
二
海
‐
青
ヲ
一
為
メ
ニ
獵
リ
ス
二
雲

夢
ニ
一
海
‐
青
聳
カ
乄
レ
翮
ヲ
而
迯
ル
失
ス
二
其
ノ

／
所
ヲ
一
レ
之
ク
須
‐
曵
ニ
乄
毛
堕
ツ
ル
コ
ト
若
ク
レ
雪
ノ
血
下
ル
コ
ト
如
シ
レ
雨
ノ
有
リ
レ

大
‐
鳥
堕
ツ
レ
地
ニ
度
レ
ハ
二
其
ノ
兩
‐
翅
ヲ
一
其
ノ
大
ナ
ル
コ
ト
数
‐
里
慱
‐
物
ノ
有
ノ

／
曰
イ
大

‐
鵬
ノ

雛
ナ

リ
也

梁
兾
貪ハ
ム

而テ

見ラ
ル

レ
求メ
漢
ノ
馮
顥
為
タ
リ
二
謁
‐
者

一
遂
テ
レ
單
于
ヲ
至
ル
二

／
雲
中
ニ
一
梁
冀
遣
乄
二
レ
人
ヲ
求
メ
一
レ
鷹
ヲ
止
ル
二
晋
陽
ノ
舎
ニ

一
不
避
顥
之
命
ヲ
救
ト
ラ
フ
レ
之
ヲ
其
ノ
人
繋
テ
レ
鷹
ヲ
而
止
ル

大
／
亮ハ

忠
ア
リ
テ

而
不
レ
獻セ
唐
ノ
李
大
亮
表
ニ
言
ク
使
‐
者
求
ム
レ
鷹
ヲ
若

シ
陛
‐
下
ノ
之
意
ナ
ラ
ハ
深
ク
乖
ケ
リ
二
昔
ノ

」（
三
ウ
）
旨
ニ
一
如
モ
シ
其
レ
擅
マ
ゝ
ニ
取
ラ
ハ
任
‐
使
非
レ
人

ニ
太
宗
賜
テ
レ
金
‐
壷
ヲ
奨
ス
ゝ
ム
二
忠
‐
讜
ヲ
一

馬

融
既ニ

美
ヨ
ミ
シ

二
於
／
出
ル
コ
ト
ヲ

一
レ
籠ヲ
漢
馬
融
与
へ
テ
二
伯
世
ニ
書
ヲ
一
曰
イ
憤
‐
々
タ
ル
愁
‐
思
猶
ヲ
不
レ

解
レ
懷
ヲ
思
フ
在
テ
二
竹
‐
間
ニ
一
放
チ
レ
狗
ヲ
遂
フ
コ
ト
ヲ
レ
麋
ヲ

／
晩
‐
秋
ヨ
リ
渉
リ
テ
レ
冬
ヲ

大
‐
蒼
出
テ
レ
籠
ヲ
黄
棘
下

土
芼
エ
ラ
フ
ニ
以
ス
レ
乾
‐
菜
ヲ
自
ミ
送
ル

レ
餘
‐
日
ヲ
茲
コ
ノ
樂
ミ
未
タ
レ
巳
ヤ
ミ

要
離
／
亦
聞ク

二
於
繋
ク
コ
ト
ヲ

一
レ
殿ニ
戦
國
策
ニ
要
離
将
ス
ニ
レ
刺
サ
ン
ト
二
辛

慶
忌
ヲ
一
蒼
‐
鷹
ヲ
繋
ク
レ
殿
‐
上
ニ

故ニ

／
其ノ

威
同ク

二
尚
父ニ

一
尚
父
時
コ
レ
維
コ
レ

鷹
ノ
如
ニ
揚
カ
ル

名
傳フ

レ
郅
都ニ
漢
ノ
郅
都
為
オ
サ

ム
ル
二
濟
南
ヲ
一

／
時
ニ
號
二
蒼

‐
鷹
ト
一

魏
‐
主
以テ

レ
秋
‐
吟ヲ

見ラ
ル

レ

重ン
セ
曺
丕
荅
ル
レ
繁
欽

ニ
書
ニ
曰
啇
‐

／
風
振
ヒ
レ
條
エ
タ

ヲ
奏
‐
鷹
秋
吟
ス

候
文
以テ

レ
嚴
‐
霜ヲ

行フ

レ
誅ヲ

支
遁ハ

則
／
愛シ

二
其ノ

神
‐
俊ヲ

一
建
康
実
録

ニ
支
遁
好

テ
養
カ
フ
テ
二
鷹
‐
馬
ヲ
一
而
不
レ
乗

ラ
故
ニ
人
‐
問
フ
之
曰
イ
愛
ス
二
其
ノ

／
神
‐
俊

ヲ

一

元
担
タ
ン
ハ

則
肆
マ
ゝ
ニ
ス

二
其ノ

畋
‐
漁ヲ

一
三
國
典
略
ニ
担
為
オ
サ
メ
テ
二
冀

州
ヲ
好
ム
レ
畋
‐
漁
ヲ
言
イ
ハ
ク

」（
四
オ
）

寧
ロ
三
‐
日
不
ト
モ
レ
食
ハ
不
レ
可

ニ
一
‐
日
不
ハ
ア
ル
一
レ
猟
カ
リ
セ

至ル

下
於
驚
‐
蟄
靡ク

レ

失
ス
ル
コ
ト

二
於
為
ナ
ル
ト

一
／
レ
鳩ト

處
‐
暑
不ル
ニ

上
レ
差カ
ハ

二

於
祭ル
ニ

一
レ
鳥ヲ
礼
記
ニ
驚
‐
蟄
ニ
鷹
化
ス
レ

鳩
ト
周
‐
書
ニ
處
‐
暑
鷹

／
祭
ル
レ

鳥

ヲ

遂フ

レ
不
‐
仁ヲ

者ノ
ハ

子
産
子
産
カ
曰
視
コ
ト
ハ
レ
民
ヲ
如
シ
レ
子
コ
ノ
見

テ
ハ
二
不
‐
仁
ヲ
者
ヲ
一
如
シ
三
鷹
‐
鸇
ノ

／

之
遂
フ
カ
二

鳥
‐
萑
ニ
一

名
ナ
ツ
ク
ル

レ
爽
‐
鳩ヲ

者ノ
ハ

少
皥ナ
リ
少
皥
為
タ
リ
二
鳥
‐
師
一
鳥
ヲ
以
テ

名
ツ
ク
爽
‐
鳩
‐
氏
ハ
司
‐
寇
ナ
リ

／
也
註
ニ

鷹

也

又
若
シ
ク
ハ

翮カ
ク

短
ケ
レ
ハ

飛
フ
コ
ト

急ナ
リ

骹ハ
キ

長
ケ
レ
ハ

起
ツ
コ
ト

遅ソ
シ

大
‐
雌
／
小
‐
雄
加へ

レ
毛ヲ

减ス

レ
肥
タ
ル
ヲ

時
‐
令
既ニ
ア
ラ

著ハ
ス

著
二
於
学
‐
習ヲ

一
爾
／
雅

亦
號ス

二
於
飛
‐
翬キ
ト

一
亦
聞ク

惡ク
ム

二
彼ノ

足ノ

黄
ナ
ル
ヲ

一
欲ス

二
其ノ

／
食
ム
コ
ト
ノ

疾
ト
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

一  3
爵イ

‐
羅
設ケ

二
於
已テ
ニ

化
ス
ル
ニ

一
礼
レ
記
ニ
七
‐
月
二
鳩
化
乄
為
ナ
ル
レ

鷹
ト
然
乄
後
ニ
設
ク
二
網
‐
羅
ヲ
一

矰
‐
弋
禁ス

二
於
タ

未ル
ニ

レ
撃ウ
タ
漢
書
ニ
鷹
‐
隼
未
タ
レ
撃
ウ
タ
矰
‐
弋

不
レ
施
サ
二
於
蹊
ル
時
ハ
‐
遂
ニ
一

」

（
四
ウ
）
飢テ

而
為ナ
ス

レ
用ヲ

猜
‐
防
既ニ

見ミ
ユ

二
於
曹
公ニ

一
陳
登
謂
テ
二
呂

布
ニ
一
曰
イ

／
登
見
へ
テ
レ
曹
公
ニ
言
ク
レ
待
ツ
コ
ト
ハ
レ

将
‐
軍
ヲ
譬
ハ
如
シ
レ
養
フ
カ
レ
處
ヲ
當
ニ

へ
シ
レ
飽
メ
シ
ム
二
其
ノ
肉
ニ
一
否
シ
カ
ラ
ス
ハ
則
噬
ク
チ
ハ

シ
レ
人
ヲ
公
ノ
曰
イ
不
レ
然
ハ
ア
ラ
譬
ハ
如
シ
レ
羪
フ
カ
レ
鷹
ノ

／
飢
ル
時
ハ
則
為
ナ
シ
レ
用

ヲ
飽
時
ハ
則
揚
リ
‐
去

飽時
ハ

則
高ク

颺ル

引
‐
諭ニ

亦
聞ケ
リ

二
於
権

3
　
玉
篇
蔚
於
貴
切
小
罔

／
翼ニ

一
慕
客
垂
請
レ
詣
イ
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
レ
鄴
符
堅
許
ル
ス
レ
之
ヲ
権
翼
諫
テ

曰
垂
ハ
猶
ヲ
レ
鷹
ノ
也
飢
時
ハ
則
附
キ
レ
人
ニ
飽
時
ハ
則
高
ク
‐
颺
ル

／
唯
宜
ク
へ
シ
レ
急
ニ
ス
二
其
ノ
羈
‐
絆
ヲ
不
可
レ
任

カ
ス
其
ノ
所
ニ
一
レ
欲
ス
ル
堅
不
フ
従
垂
果
乄
叛
ク

／

相
‐
鷹ノ

歌
／

論
ス
ル
ハ

レ
鷹ヲ

何
‐
事ソ

最モ

堪
へ
タ
リ

レ

竒
ト
ス
ル
ニ

貪リ

馴ル
ヲ

居オ
リ

レ
上
カ
ミ
ニ

疾
ト
キ
ハ

次ク

レ
之ニ

／
胸
軒
ア
カ
リ

眷カ

分
ル
ゝ
ハ

定テ

快
‐
駿ナ
リ

目
‐
光ハ

如ク

レ
電ノ

爪ハ

如シ

レ
錐ノ

／
若ク
ハ

知ル

二
稟
‐
性
柔ニ
乄

且タ

馴
レ
ン
コ
ト
ヲ

一

吻
ク
チ
ハ
キ
ハ

欲ス

レ

短
キ
コ
ト
ヲ

号
頭ラ
ハ

欲ス

レ

規

タ
ゝ
シ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

マ
ト
カ
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

」（
五
オ
）
兩
‐
脚ハ

枯カ
レ

‐
麁
ア
ラ
ク

枝
節ハ

踈
カ
ナ
リ

競
レ
道
能ク

‐

攫
ツ
カ
ン
テ

真ト
ニ

不
／
レ
欺カ

大ナ
ル

者ノ
ハ

頭へ

小キ
ニ

小
キ
ナ
ル

者ノ
ハ

大ナ
リ

毰ハ
イ

‐
毸サ
イ

欲ス

レ
見ン
ト

二
羽
／
参
‐
差
タ
ル
ヲ

一
刷イ

レ
翎サ
ヲ

跳
オ
ト
ラ
シ
テ

レ
身ヲ

伸
ノ
へ
テ

レ
脚ヲ

攀ヨ
ツ

名ケ
テ

為ス

二
弄
‐
架ト

一
／
定テ

應へ
シ

レ
良
ヨ
カ
ル

趾
ア
シ
ハ

成シ

レ
十
‐
字ヲ

尾ハ

合
‐
盧

彦
深

著
ア
ラ
ハ
シ
テ

／
レ
賦ヲ

為メ
ニ

賛
‐
揚ス

羽
‐
毛ハ

要ス

レ

欲
ス
ル
コ
ト
ヲ

二
善ク

折
‐

破
セ
ン
コ
ト
ヲ

一
坐
ル
時
ハ

則
尾
‐
／

短ク

飛時
ハ

則
長カ
シ

倫
‐
類
亦
有リ

二
数
‐
般ノ

色
一
黒
‐
白ハ

／
間マ
ニ

見ル

黄
‐
赤ハ

常ナ
リ

人ハ

言フ

小ハ

馴ナ
レ

大ハ

則

悍
タ
ケ
シ

在テ

／
レ
山ニ

馴ル
ゝ

者ノ
ハ

在テ

レ
手ニ

翔ル

頭ヘ

‐
脩
ナ
カ
ク

觜
‐
長乄

善
（
朱
）善

ヨ
ク

回
‐
顧ス

／
雖
レ
云フ
ト

二
能ク

捕
ト
ル
ト

一
終ニ

飛
‐
揚ス

獵
‐
家ノ

所
レ
記
シ
ル
ス

略ホ
ゝ

如シ

」（
五
ウ
）
レ
此
餘ハ

詳ニ

大ニ

‐
好ク

眼
‐
中ヲ

看ヨ
毰
‐
毸
ハ
張

ル
レ
羽
ヲ
貌

／鷹
‐
鶻ノ

捴
‐
論
　
　
星
山ノ

李
爓エ
ン

編ス

／

盖シ

惟レ

二
‐
氣ノ

亭
‐
毒
萬
‐
物
化
‐
生ス

羽
ア
リ
テ

而
飛フ

者ノ

／
是ヲ

名テ

為
レ
鳥ト

姑ラ
ク

就テ

二
其ノ

鷙
シ
ナ
ル

者ノ
ニ

一

而
言
フ
時
ハ

レ
之ヲ

曰ヒ

二
海
‐
／
青ト

一
松鶻

曰
二
大
‐
小ノ

鵶
‐
鶻ト

一
羅親

曰
二
籠
‐
奪
都
農

太
　

曰
二
／
大
‐

小ノ

兎
‐
鶻
一
益
摣

貴
　

曰
二
燕
‐
鶻
一
飛
下

也
　

曰
レ
鸇ト
求其

／
乃
皆
鶻ノ

属ナ
リ

也
曰ヒ

レ
鷹ト
曷
之

箇
　

曰
レ
白
‐
鷹ト
斗
伊

昆
　

／
曰
レ
角
‐
鷹ト
照骨

曰フ

レ
鷂ト
結外

皆
鷹ノ

属ナ
リ

也
曰
レ
鷲ト
愁雷

／
曰
レ
低
‐
強ト
無名

曰ヒ

レ
晨
‐
風ト
是
布

亦
其

曰フ

レ

鳶ト
小
奴

其
　

」（
六
オ
）
皆
鷲ノ

属ナ
リ

也
鶻ノ

属ヒ

鷲ノ

属ヒ

足
‐
青ク

目
‐
黒シ

間マ
ゝ

有リ

二
／
黄
‐
足ノ

者モ
ノ

一
鷹ノ

属ハ

目
‐
足
皆
黄ナ
リ

唯
角
‐
鷹ハ

目
黒シ

／
鷹
亦
有
二
鳥
‐
眼
青
‐
趾ノ

者ノ

一
雖
レ
云フ
ト

二
殊
‐
類ト

一

別ニ

無シ

／
レ
竒
‐
材
也
鵶
‐
鶻ニ
ハ

教ル
ニ

以
二
鴈
‐
鴨
鳥
‐
鵲ヲ

一
焉
兎
‐
鶻ニ
ハ

／
教ル
ニ

以ス

レ
雉
‐
兎ヲ

焉
籠
‐
奪ニ
ハ

教ル
ニ

以ス

二
鶉
‐
鶬
〇
鶊
ヲ
一

焉
鸇ニ
ハ

教ル
ニ

／
以ス

二
鶉
‐
雀ヲ

一
焉
鷹
白
‐
鷹
角
‐
鷹ニ
ハ

教ル
ニ

以ス

二
雉
‐
兎
‐
鴨ヲ

一
／
焉
鷂ニ
ハ

教ル
ニ

以ス

二
鶉
‐
鵲ヲ

一
焉
鷲ノ

属ヒ
ハ

有テ

レ
名
而
無シ

レ
教
／
焉
若キ
ハ

レ
海

‐
青ノ

則
鵝
‐
鴈
鸛
‐
鶴
雉
‐
兎
無シ

レ
所
レ
不ル

／
レ
教へ

而乄

至ル

レ
有ル
ニ

二
オ
ル

折ク
チ
ク

レ
鵬
‐
雛ヲ
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者ノ

一
焉
竊カ
ニ

鸛ル
ニ

鷹ハ

者
著ハ
ル

」（
六
ウ
）
於
上
‐
古ニ

一
少
皥
爽

‐
鳩
氏

鶻ハ

者
顕ハ
ル

二
於
唐
‐
人ニ

一
張
九
齢

カ
言
ク

／
鶻
‐
跡

隱
シ
二

於
古
ニ
一
史
闕
ク
二
其
ノ
戴
ス
ル
コ
ト
ヲ
豈
ニ
昔
ノ
之
多
‐
識
ナ
ル

物
‐
亦
有
ル
レ
遺
ノ
コ
ス
コ
ト
乎
カ
杜
子
美
有
リ
二
義
‐
鶻
‐
行
一

／

其ノ

為
タ
ル
コ
ト

レ
物
也
猛
‐
烈
俊
‐
逸ニ
乄

搏
ウ
ツ
テ

レ
鮮キ
ヲ

而
食フ

浴ヲ

レ
水ニ

／
而
潔ク

凌テ

レ
風ヲ

而
娱シ
ム

一
‐
擧

千
‐
里
自
‐
在
無ク

レ
礙
サ
ハ
リ

／
及テ

レ
被ル
ニ

二
覊
‐
紲
セ
ツ
セ

一
心
‐
煩
ハ
シ
ク

気
‐
束ネ

渇
‐
病
生ナ
ル

焉
庸

‐
夫
／
不
レ
察セ

緊
キ
ヒ
シ
ク

定メ

レ
帽
‐
纓ヲ

掩ヒ

二
‐
塞テ

鼻
‐
孔ヲ

一
不
レ
與へ

二
之ニ

水ヲ

一
／
囚フ

二
諸
コ
レ
ヲ

烟
‐
房ニ

一
烟
‐
熏
フ
ル
處
閇
ト
チ
レ
戸
ヲ
點

シ
レ
燈
ヲ
不
ル
レ
通
セ
レ
氣
ヲ
處

是レ

但
殺ス

レ
之ヲ

／
而
已ノ
ミ

故ニ

達
‐
理ノ

之
士
羪フ
コ
ト

レ
之ヲ

有リ

二
其ノ

節セ
ツ

一
調
ル
コ
ト

レ
之ヲ

／
有リ

二
其ノ

法
一
察乄

レ
病ヲ

尋ネ

二
其ノ

源ヲ

一
用テ

レ
藥ヲ

因リ

二
其ノ

性ニ

一
以テ

（
七
オ
）
能ク

全ス

二
其ノ
（
朱
）夭
コ
ト
天
ヲ

一
而乄

臂
以テ

交へ

レ
之ヲ

徐
ク
ニ
乄

以テ

痩
セ
シ
メ

レ
之ヲ

飢
ウ
ヤ
シ
テ

／
以テ

放チ

レ
之ヲ

得
レ

盡
ス
コ
ト
ヲ

二
其ノ

才ヲ

一
焉
其ノ

為
タ
ル
コ
ト

レ
術
渉テ

二
於
戯
‐
／
玩ニ

一
雖
二
君
‐
子ノ

之
所
ナ
リ
ト

一
レ
不ル

レ
屑
ン
ト
セ

然モ

非ハ

下
盡ス

二

物ノ

之
性ヲ

一
／
者ノ
ニ

上
有リ

レ
不
ル
コ
ト

レ
能ハ

レ

解
ス
ル
コ
ト

也
／

取
ル
コ
ト
ハ

レ
鷹ヲ

七
‐
月
上
‐
旬ヲ

為ス

レ
上
‐
時ト

内
‐
地ノ

者ノ
ハ

多シ

塞
‐
／
外ノ

者ノ
ハ

少ス
シ

八
‐
月
上
‐

旬ヲ

為ス

レ
次
‐
時ト

下
‐
旬ヲ

為ス

二
下
‐
／
時ト

一
塞
‐
外ノ

之
鷹

畢
コ
ト
〳
〵
ク
ニ

至ル

矣
／

網ノ

目
方
一
‐
寸
八
‐
分
縦タ
テ

八
‐
十
‐
目
横
五
‐
十
‐
／
目
以テ

二
黄
‐
ハ
ク

蘗ヲ

ヘ
キ

一
和乄

二
ト
チ
ノ

杼ツ
ル
ハ
ミ

汁
シ
ル
ニ

一
染メ
テ

レ
之ヲ

令ム

（
朱
）
下
與ト

（
朱
）
二
地ノ

‐
色
一
相
」（
七
ウ
）
似ニ
セ

上
イ
へ
ハ

鴿ト
ハ

カ
ウ

能ク

遠ク

‐
視ル

若モ
シ

動キ

‐
眄
カ
へ
リ
ミ

竦
カ
ス
時
ハ

レ
身ヲ

随テ

二
其ノ

所ニ

一
レ
視ル

／
候
ウ
カ
カ
フ

レ
之
焉
杼
ハ
者
橡
‐

實
ナ
リ
也

」（
八

オ
）

（
八
ウ
）
…
白
紙

調
‐
養ノ

雜
‐
説
　
　
　
　
星
山
李
爓
編
／

水
／

鷹ハ

熱
‐
物
性
喜
レ
水ヲ

雖
二
雪ノ

上へ
ト

一
好
レ
浴ヲ

至ル

レ
有ル
ニ

下
羽
‐
／
氷リ
テ

不ル

レ
能ハ

二
而
飛
フ
コ
ト

一
者ノ

上

庸
‐
人
不
レ
解―
セ

乃ス

謂フ

レ
悪
メ
リ
ト

レ
水ヲ

／
渇
‐
證ノ

之
作ル

正ニ

坐
ミ
セ
ラ
ル

二
於
此ニ

一
調ル

レ
新
‐
鷹ヲ

者ノ
ハ

傍ニ

置キ

／
レ
水
‐
盆ヲ

數〳
〵

翔ケ
リ

張ル

レ
口ヲ

時ニ

坐
ス
ユ
ル
時
ハ

二
之ヲ

盆
‐
上ニ

一
則
鷹
必ス

／
喜ム

レ
飲ヲ

如モ
シ

或ハ

畏テ

レ
人ヲ

見テ

レ
水ヲ

不
ル
時
ハ

レ
飲ニ

用テ

二
大
‐
鳥
‐
羽ヲ

一
／
漬
イ

清シ
タ
シ
テ

‐
レ
水ヲ

二
滴テ
ゝ

二
於
鼻
‐
上ニ

一

令
ム
ル
時
ハ

二

浸
‐
々ト
乄

流レ

下サ

一
則
鷹
必ス

／
細
‐
ニ々

呑ム

レ
之ヲ

或ハ

噀
ハ
ク
時
ハ

二
水ヲ

於
頭
‐
頬ニ

一
亦
細
‐
ニ々

呑ム

」

（
九
オ
）
レ
之ヲ

〇
不乄

レ
得
レ

巳
ヤ
ム
コ
ト
ヲ

臥
‐
縛ス
ル

者
モ
ノ
ハ

以テ

レ
小
‐
匙ヲ

挹
ク
ン
テ

レ
水ヲ

數サ
ク

‐
／
數
潅
ソ
ゝ
ケ

レ
口ニ

母レ

二
猥リ
ニ

‐
多乄

而
令
ム
ル
コ
ト

一
レ
噎
ム
セ
ハ

〇
獵ス
ル

‐
時
渇
‐
熱
ス
ル
時
ハ

／
挹
ク
ン
テ

レ
水ヲ

飼フ

之
日
‐
温ナ
ル

時ハ

数
シ
ハ
〳
〵

浴ス

二
川
‐
中ニ

一
／

食
／

鷹ハ

不
レ
傷ラ

二
於
飢へ
ニ

一
必ス

傷ル

二
於
飽ニ

一
况ヤ

新
‐
鷹
畏レ

‐
逼
セ
マ
リ
テ

／
氣
‐
結フ

尤モ

善ク

傷ル

レ
食ニ
ク

須へ

シ
下
用テ

ニ
萑
‐
鼡
鶉
‐
鳩ノ

肉ヲ

一
小
‐
／
小ニ

飼フ

上
レ
之ヲ

日
‐
久乄

貪ラ
ハ

レ
食ヲ

通乄

用ユ

二
雞
‐
雉
鴈

‐
鴨ヲ

一
最モ

／
忌ム

二
麁
‐
悪ノ

雄
‐
雞ヲ

一
〇
終
‐
日
放
‐
獵
ス
ル
時
ハ

則
勞
‐
熱
必ス

／
多シ

又
飼
カ
へ
ハ

二
熱
‐
血ノ

肉ヲ

一
則
乗乄

レ
温ニ

凝
‐
結乄

不
レ
得
二
速カ
ニ

」（
九
ウ
）
消
ス
ル
コ
ト

一
况ヤ

新
‐
鷹
畏ル

レ
人ヲ

心
‐
熱
常ニ

存ス

尤モ
ク

宜へ
シ

二
戒
‐
慎ム

一
／
ク

湏へ
シ

二
切リ

レ
肉ヲ

浸ス

一
レ
水ニ

是ヲ

名ツ
ク

レ
水
‐
食ト

〇
水

‐
食ハ

貴フ

二
細
‐
／
長ヲ

忌ム

レ
麁
‐
大ヲ

〇
冬ハ

則
間
‐
ニ々

飼
フ
コ
ト

レ
温
‐
肉ヲ

無シ

レ
妨ケ

／
春
‐
秋ハ

則
不
レ
可
レ
不ア
ル

二
水
‐
食セ

一
〇
肉ノ

之
陳
‐
乾ナ
ル

處
／
ク

須へ
シ

二
割キ

‐
去ル

一
〇
皮
‐
肉ノ

間ノ

不

‐
潔
膏ノ

属
タ
ク
ヒ

細
‐
ニ々

拭イ

‐
／
去ル

〇
大
‐
鷹ニ
ハ

大
‐
雉
‐
脚
小
‐
鷹ニ
ハ

小
‐
雉
‐
脚
適
‐

中ナ
リ

／
矣
〇
食
フ
時
ハ

レ
脚
‐
筋ヲ

則
成ス

レ
霜
‐
角ヲ
ク

須へ
シ

レ
抜ク

二
脚
‐
筋ヲ

一
〇
／
内
‐
陋
キ
時
ハ

則
人

‐
尿

ネ
ウ
ニ

浸
タ
シ
テ

‐
飼フ

〇
極
‐
寒ニ
ハ

母レ

二
野ノ

‐

飼
カ
ヒ
ス
ル
コ
ト

一
野
‐
／
飼
ス
ル
時
ハ

則
食
帒タ
イ

凍
‐
損ス

雖
レ

暮ル
ト

還テ

レ
家ニ

飼イ

‐
食カ
フ

〇
用ヒ
テ

」（
十
オ
）
レ

衡
ハ
カ
リ
ヲ

稱
カ
ケ
テ

レ
肉ヲ

飼へ
ハ

レ
之ヲ

妙ナ
リ

〇
作リ
テ

レ
食ヲ

洗イ

レ
手ヲ

洗フ

レ
刀
‐
俎ヲ

／

臂
ス
ユ
ル

／
緊

キ
ヒ
シ
ク

定メ
テ

レ
臂
‐
力ヲ
メ

ム令
二
レ
鷹ヲ

安
‐
坐セ

一
常ニ

以テ

二
左ノ

手ヲ

一

刷
カ
イ
ツ
ク
ロ
フ

二
其ノ

／
劔
‐
羽
尾
‐

羽ヲ

一
翔
ル
時
ハ

則
拳ケ
テ

レ
臂ヲ

不
レ
動カ
サ

待ツ

二
其ノ

自ミ

‐
上ル
ヲ

一
／
慎テ

勿レ

二
低
‐
昻
揮
‐

轉
セ
シ
ム
ル
コ
ト

一
〇
臂

若シ

失
フ
時
ハ

レ
法ヲ

鷹
傷フ
ル

二
脚
‐
／
力ヲ

一
久乄

而
不
レ
差イ
へ

非
二
徒
タ
ゝ
ニ

攫
ツ
カ
ン
テ

レ
雉ヲ

失
ス
ル
ノ
ミ
ニ

一
レ
敏ヲ

甚キ

‐

者ノ
ハ

不
／
レ
能ハ

二
平
‐
坐
ス
ル
コ
ト

一
俯乄

レ
身ヲ

顚
‐
倒ス

矣
〇
新
‐
鷹
久ク

臂
ス
ユ
ル
時
ハ

則
／
足
熱ス

或ハ

用ヒ

二
漬タ
ス

レ
水ニ

布
‐
巾
ヲ

也一

ヒ

或ハ

用ヒ
テ

レ
瓦
‐
礫ヲ

踏シ
ム

二
之ヲ

／
足ノ

掌ニ

一
〇
北
‐
人
雖
レ
巣
‐
鷹ト

常ニ

臂ニ
ス
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レ
之ヲ

非ハ

二
執リ

レ
役ヲ

」（
十
ウ
）
執ル
ニ

一
レ
事ヲ

末タ

二
嘗テ

暫ク
モ

釈ス
テ

一
故ニ

馴レ

擾
ナ
ツ
イ
テ

無シ

レ

失
ス
ル
コ
ト

〇
不
レ

放サ

／
坐ス
へ

羪
カ
フ
時
ハ

則
懐ク

二
凌
‐
雲ノ

之
志ヲ

一
雖
二
一
‐
二
‐
日ト

一
坐へ

‐
羪フ

／
ク

須へ
シ

下
朝タ
ハ

自リ
シ

レ

雞
‐
鳴
昏へ
ハ

至マ
テ

レ
初
‐
更ニ

臂ニ
ス

上
レ
之ヲ

〇
性
悍ナ
ル

／
者ノ
ハ

雖
レ
熟
‐
獵ス
ト

恒ニ

臂ニ
ス

／

呼ヨ
フ

／
新
‐
鷹
呼ヒ

‐
引
ク
コ
ト

自リ
乄

レ
近ク

漸ク

遠ク
ス

若シ

初ヨ
リ

處
オ
ル
時
ハ

レ
遠キ
ニ

則
雖
／
レ
来ル
ト

必ス

飜リ

去ル

其ノ

習
不
レ
美ナ
ラ

〇

雖
レ
老
‐
鷹ト

遠
‐
近ノ

／
間
呼ヒ

‐
飼フ

在テ
モ

レ
野ニ

亦
馴ナ
ル

恃テ

二
其ノ

熟
‐
老ヲ

一
直
タ
ゝ
ニ

飼テ

不
ル
時
ハ

／
レ
呼ハ

大ニ

不
‐
可ナ
リ

也
〇
或ハ

隔テ
ゝ

レ
山ヲ

呼ヒ

レ
之ヲ

或ハ

暗
‐
中ニ

（
十
一
オ
）
呼テ

レ
之ヲ

使
‐
呼ノ

声ノ

所ノ

レ
及フ

處ロ

皆
即ス

尋ネ

‐
来ル

雖
レ
失フ
ト

／
易シ

レ
得
　
〇
上リ
テ

レ
木ニ

不ル

レ
下ラ

者ノ
ハ

朝
‐
暮
飼フ

‐
時
坐
ス
へ
テ

二
／

之ヲ

高
‐
架ニ

一
呼ヒ

‐
下乄

飼フ

レ
之ヲ

不
ル
時
ハ

レ
下ラ

則
不
レ
飼ハ

使
シ
メ
テ

レ
飢ウ
へ

／
甚タ

速カ
ニ

下
ク
タ
ラ
シ
ム
ル
ヲ

為
レ
度ト

既ニ

下
リ
テ
ハ

甘
‐
飼
則
可シ

レ
変ス

／

肌
／

今ノ

人
羪カ
フ

レ
鷹ヲ

多ク

言フ

晝
‐
夜
勤メ
テ

臂ニ
ス

肌ハ

則
肥
ス
コ
ト

レ
之ヲ

／
無シ
ト

レ
妨ケ

古
‐
人
豈ニ

不乄

レ
知ラ

二
此ノ

理ヲ

一

而
貴ハ
ン

レ

痩
タ
ル
コ
ト
ヲ

乎ヤ

有ル

／
レ
得
ル
コ
ト

レ
馴
‐
性ヲ

者
ノ
ヲ
ハ

肥シ
テ

而
放ツ

之
其ノ
ツ
カ
ム
コ

捉ト

ト
ル
コ
ト

二
一
‐
二
‐

手ニ

一
也
／
果乄

甚タ

健
‐
壮ナ
リ

及テ
ハ

レ
至ル
ニ

二
三
‐
四
‐
手ニ

一
則
輙ス

生ス

レ
怠
‐
心ヲ

」（
十
一
ウ
）

一
‐
日
因テ

レ
暮レ
ニ

失ス

レ
之ヲ

明
‐
朝
覔
ム
ル
時
ハ

レ
之ヲ

則
見テ

レ
人ヲ

驚キ

‐
／
翔テ

遂ニ

冲
ヒ
イ
ル

レ
雲
‐
霄ニ

痩タ
ル

者ノ
ハ

非
二
徒
タ
ゝ
ニ

勤メ
テ

獵
ス
ル
ニ

一
失テ
モ

レ
之ヲ

三
‐
／
四
‐
日
聞テ

レ
呼フ
ヲ

亦タ

来ル

乃ス

知ル

勤
‐
臂ノ

之
功
只
存乄

二

／
一
‐
日ニ

一

隔
ツ
ル
時
ハ

レ
宿ヲ

則

亡
ス
ル
コ
ト
ヲ

矣
古
‐
人

痩
セ
シ
ム
ル
ノ

レ
之ヲ

々
意ロ

良ト
ニ

／
有リ

レ
在
ル
コ
ト

也
然モ

冬

‐
月
稍タ

ゝ

肥ユ

其ノ

故へ

何ソ
ヤ

哉
痩
ス
ル
時
ハ

則
／
易ク

レ
凍へ

易シ

レ
病ミ

春
秋
不
レ
可
レ
不ア
ル

レ
痩セ

其ノ

故へ

何ソ
ヤ

哉
／

肥
ル
時
ハ

則
速カ
ニ

労シ

速ニ

渇ス

氣
不
二
清
‐
爽ナ
ラ

一
喜フ

二
於
凌
ク
コ
ト
ヲ

一
レ
風ヲ

／
焉
〇
過キ
テ

痩
ス
ル
時
ハ

則
力ラ

憊
ツ
カ
レ

飛
フ
コ
ト

低
ヒ
キ
ク

且ツ

遅
ヲ
ソ
ク
乄

不
レ
及ハ

レ
趂オ
フ
ニ

／
レ
雉ヲ

乍チ

遂テ

旋テ

棄テ
ゝ

止マ
ル

二
於
林
‐
奔ニ

一
過キ
テ

肥
ル
時
ハ

則
心ロ

驕ク

」

（
十
二
オ
）
頡
‐
頑
揚
‐
々

ト
コ
ト

獵
不
レ
盡サ

レ
力ヲ

可ク
乄

レ
捉ト
ル

還テ

止マ
ル

上テ

レ
木ニ

／
不
レ
下ラ

羪カ
フ

‐

者ノ

於テ

レ
是ニ

加
二
‐
减乄

其ノ

食ヲ

一
憊ハ
イ

‐
驕
無
キ
時
ハ

レ
差
フ
コ
ト

／
則
善シ

レ
矣
〇
痩
ル
時
ハ

則
憚ル

レ
風ヲ

堅ク

坐ス

二

深
‐
枝ニ

一

肥
ル
時
ハ

則
／
喜フ

レ
風ヲ

聳
カ
シ
テ

レ
翅サ
ヲ

盤
マ
タ
カ
ル

レ
空ニ

〇
肥
‐
痩
既ニ

中
ナ
レ
ハ

連
‐
日
放
‐
／

獵
ス
ル
時
ハ

則
必ス

痩ス

此ノ

時
添フ

レ
食ヲ

不レ
ハ

レ
然ラ

過キ
テ

痩セ
テ

生ス

レ
病ヲ

／
肥
‐
痩
既ニ

中ニ
乄

坐ス
へ

‐
休ヤ
ス

累ヒ

レ
休ヒ

累
ヌ
ル
時
ハ

レ
日ヲ

則
必
肥ユ

此ノ

／
時
减ス

レ
食ヲ

不レ
ハ

レ
然ラ

肌
堅乄

楊リ

去ル

矣
〇
性
馴
ナ
レ
テ

而
／
痩ス
ル

者ノ
ハ

早
‐
朝ニ

小キ

飼カ
フ

出
ニ
〳
〵

獵リ
ス

名ケ
テ

曰フ

二
逹
‐
職ト

一
性
悍
カ
ン
ナ
ル

者ノ
ハ

／
母レ

レ

過
ク
ル
コ
ト

二
二
‐
三
‐
點ニ

一
不ト
モ

レ
飼カ
ハ

亦
可ナ
リ

●
痩タ
ル

者ノ
ハ

用テ

二
乳
‐
汁ヲ

一
」（
十
二
ウ
）
和乄

飼
フ
時
ハ

則
易シ

レ
肥
〇
温
‐
肉
數シ
ハ

々〳
〵

夜
‐
飼
フ
ト
キ
ハ

則
易シ

レ

肥へ

〇
／
無ク

レ

論
ス
ル
コ
ト

レ
肥
‐
痩ヲ

性
悍︱
ニ

内ウ
チ

陋
イ
ヤ
シ
キ
時
ハ

連リ
ニ

用ヨ

レ
布
‐
ア
ヲ

〇

偸
ヌ
ス
ム
時
ハ

レ
食ヲ

則
／
上ミ

肥へ

内
陋シ

痩サ
シ

レ
之ヲ
ア
シ
テ

レ
之ヲ

而
放ツ

レ
之ヲ

〇
春
秋
不ト
モ

レ
肥
無シ

／
レ
害︱

極
‐
寒ニ
ハ

不
レ
可
レ
不
ハ
ア
ル

レ

肥へ

雖
二
坐ス
へ

‐
鷹ト

一
不ハ

レ
肥へ

不
‐
可ナ
リ

／

於
訛
切
／

ソ
ゝ
リ
俗
稱
加

伊
五
音

或ハ

用ヒ

レ
細
‐
羽ヲ

或ハ

用ヒ

二
去サ
ル

レ
核
サ
ネ
ヲ

木
‐
花ヲ

一
或ハ

用
二
有ル

レ
核
／
木
‐
花ヲ

一
或ハ

用フ

レ
布ヲ
ニ

将ス

ル
レ
飼ン
ト

時ニ

先ツ

以テ

二
右
件
ク
タ
ン
ノ

物ノ
ヲ

一
漬シ
テ

／
レ
水ニ

挼
モ
ン
テ

レ
掌ニ

如ク

二
弾
‐
丸ノ

大サ
ノ

量︱
ノ

一
宜ク

碎キ

‐
分テ

裹ミ
テ

レ

肉ニ

飼フ

／
レ
之ヲ

布ハ

傷ル

レ
鷹ヲ

有ル

レ
核
者ノ
ハ

次ツ

之
去ル

レ
核ヲ

者ノ
ハ

平
‐
々
」（
十
三
オ
）
細
‐
羽ハ

最モ

善シ

吐
‐
ク
ワ

之ノ

日
鷹
内
‐
悪ア
乄

不
レ
喜
コ
ノ
マ

レ
猟ヲ

／
〇
鷹ノ

之
内
‐
陋キ
ハ

皆
以テ

レ
ク
ワ
ヲ

治ス

レ
之ヲ

／

放
／

新
‐
鷹ハ

初メ
ク

須へ
シ

二
夜ル

臂ニ
ス

一
漸
‐
ニ々

晝
‐
夜
不
レ
離タ

レ
手ヲ

惟タ
ゝ

／
飼カ
イ

食
ハ
ン
テ

後ニ  4
〇
蹔ク

‐
坐
ス
へ
ヨ

食
半ハ

消
ス
ル
時
ニ

還テ

臂ニ
乄

勿レ

レ

痩
セ
シ
ム
ル
コ
ト

野ニ

肥テ

／
而
調
‐
習
性
‐
度
稍ヤ
ゝ

馴
ナ
ル
レ
ハ

呼ヒ

‐
引テ

而
飼フ

之
呼ヒ

引
ク
コ
ト

／
既ニ

熟乄

約乄

飼フ
テ

レ
水
‐
食ヲ

中
︱
ニ
ス

二
其ノ

肥
‐
痩ヲ

一
臂ニ
乄

而
踏テ

レ
山ヲ

／
再
‐
三
呼ヒ

‐
飼
フ
コ
ト

如ク

レ
此
一
‐
二
‐
日
更ラ
ニ
ク

須へ
シ

二
詳
‐
察ス

一
若シ

／
歛乄

レ
羽ヲ

凸
ナ
ニ
シ

レ
目ヲ

遠ク

視ミ

高ク

嘯ヲ

数シ
ハ

々〳
〵
ト
ヒ蹋
フ
ミ

レ

韛
タ
カ
タ
ヌ
キ
ヲ

神
‐
気
」（
十
三
ウ
）
楊
‐
々
是レ

忌ミ

レ
人ヲ

悪テ

（
朱
）
レ

紲
モ
ト
ヲ
シ
ヲ

而
思フ

レ

欲
ス
ル
コ
ト
ヲ

二

掣
ツ
ン
サ
キ

‐
飛ン
ト

一
不
レ
可
二
／
輕
〳
〵
シ
ク

放ツ

一
也
若シ

鼻ノ

‐
傍ラ
ノ

旋
‐
毛
シ
ン

‐
然ト
乄

開キ

‐
堅タ
チ

頂
‐
毛

／
亦
起チ

延へ

レ
頚ヲ

竦
ソ
ヒ
ヤ
カ
シ

レ
身ヲ

口
作ナ
シ

二
小
‐
鳥ノ

群ヲ

一
数
‐
々〳
〵

握
ニ
キ
リ
テ

／
レ
韝ヲ

見テ

レ
物ヲ

輒ス

動キ

若シ
ハ

4
　
暫
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起チ

若シ
ハ

止リ

投
ナ
ク
ル
ニ

レ
之ニ

以
ス
レ
ハ

レ
石ヲ

亦
／
欲ス

レ
追イ

‐
趂
オ
ハ
ン
ト

譬へ
ハ

如
ナ
ル
時
ハ

二
攫
ツ
カ
ム

レ
金ヲ

之
人ノ

徒
タ
ゝ
ニ

見テ

レ
金ヲ

不ル
ノ

レ
見
／
レ
人ヲ

之
類ノ

一
則
是レ

心
専
ラ
ニ
乄

二
於
禽ニ

一
而
欲
ス
ル
ノ

レ
獵
セ
ン
ト

之
甚
キ
ナ
リ

／
也
於テ

レ
是ニ

用テ

レ
ア
ヲ

治メ

レ
内ヲ

終
‐
日
行キ

レ
山ヲ

暮レ
ニ

放ツ

レ
上
‐
／
手ニ

既ニ

得ウ

レ

捉
ツ
カ
ム
コ
ト
ヲ

之
慎テ

勿レ

三

直
タ
ゝ
ニ
ス

‐
前ヲ

以テ

致コ
ト

二
驚
‐
颺ヲ

一
退キ

‐
／
立チ

緩ク

‐
呼テ

待テ

二
其ノ

甘
‐
啄ヲ

一
背キ

‐
立チ

俯フ
シ

レ
身ヲ

徐ク

‐
行キ

潜カ
ニ

‐
」（
十

四
オ
）
進テ

先ツ

結フ

レ
長
‐
纓ヲ
此
レ
皆
慮
カ
ル
二
新
‐
鷹
ノ
不
乄
レ

熟
レ
人
ニ
驚
キ
‐
起
ン
コ
ト
ヲ
一
也

次ニ

乃ス

殺乄

／
レ
雉ヲ

剥ハ
キ

二
出乄

内ノ

臟ヲ

一
飼カ
へ

既ニ

半ハ

飽
ク
時
ニ

以
二
人ノ

大
‐
指ヲ

一
内イ
レ

二
／
鷹ノ

兩
‐
脚ノ

間ニ

一
用テ

二
拇オ
ホ

‐
指ユ
ヒ

及ヒ

三
‐
四ノ

指ヲ

一

微
ヤ
ウ
ヤ
ク
ニ

執
ル
時
ハ

二
兩
‐
／
脚ヲ

一
則
自
‐
然ニ

觧ク

レ
雉ヲ

矣
下
ス
コ
ト

レ
手ヲ

不
ル
時
ハ

レ
熟セ

則
多ク

傷ル

二
／
鷹ノ

脚
ア
シ
ヲ

一
不シ

レ
如シ
カ

斉
ヒ
ト
シ
ク

執テ

二
足
‐
纓ヲ

一
緩
‐
ニ々

拳ケ
テ

レ
之ヲ

引テ

二
雉ヲ

／
膝
‐
下ニ

一
徐ヤ
ウ

‐〳
〵
ニ々

觧ト
キ

取ル
カ

之
為
ス
ル
ニ
ハ

レ
便ト

也
〇
翌
‐
日
二
‐
／
手
数
‐
日
以
‐
後
三
‐
手
一
‐
朔ノ

之
後
母レ

レ

過
ク
ル
コ
ト

二
五
‐
／

手ニ

一
雖
レ
老
‐
鷹ト

不
レ
可
二
多ク

放テ

疲ヒ

‐
労ス
ト

一
〇
毎
‐
日
初
‐
／
手
穿テ

レ
内
‐
臓ヲ

甘
‐

飼
ス
ル
コ
ト

小キ

許
ハ
カ
リ
レ
ハ

不ス
乄

レ
然ラ

即
‐
時ニ

觧キ

奪
フ
時
ハ

」（
十
四
ウ
）
則
有テ

レ
怒
‐
心
レ
不
レ
喜
コ
ノ
マ

獵ヲ

二
‐
手
以
‐
後
小シ

飼フ

二
脳
‐
／
髄
眼
‐
晴
及ヒ

翅シ

‐
肉ヲ

一
〇
鷹
若シ

頻
‐
ニ々

視ミ
ハ

レ
天ヲ
ニ

當へ

シ

／
レ
有ル

二
鷲ノ

属タ

冲
ヒ
イ
ル

一
レ

霄
オ
ホ
ソ
ラ
ニ

不
レ
可
レ
放ツ

也
〇
鷹
若シ

相ヒ

‐
攫
ツ
カ
マ
ハ

／
急―
ニ

執
ル
時
ハ

二
兩
‐

鷹
‐
頂ヲ

一
則
解︱
ス

〇
兄
〇
凡
ソ

鷹
間
‐
ニ々

坐ス
へ

休乄

／
不
レ
盡サ

二
其ノ

力ヲ
乄

使メ
テ

二
レ
神
‐
氣ヲ

常ニ

旺
サ
カ
ン
ナ
ラ

一
可ナ
リ

也
〇
痩
‐
鷹
／
堅ク

‐
坐
ス
へ
テ

不
ル
時
ハ

レ
放タ

輒ス

病ヤ
ム

／

雉
／

雉
自リ

乄
レ
遠
而
来テ

横
サ
マ
ニ

過
ク
ル
ハ

二
鷹ノ

前ヲ

一
者
上
‐
手ナ
リ

也
雉
飛テ

／
向テ

二
原
‐
野ニ

一
而
原
‐
野
無キ
ハ

レ
林
‐
薮
者
次ナ
リ

也
雉
直
タ
ゝ
ニ

」（
十
五
オ
）
来テ

衝
ツ
ク
ハ

レ
前ヲ

者
次ナ
リ

也
雉
鷹ノ

後
リ
へ
ニ

高ク

飛フ
ハ

者
下ナ
リ

也

／
雉
踰ル

ハ
レ
嶺ヲ

者
下ナ
リ

也
雉
遠ク

引ク
ハ

二
於
回
‐
陵
亂
‐
嶂ノ

／
之
間ニ

一
者
最
‐
下ナ
リ

也
〇
新
‐

鷹
初メ

中
ア
タ
テ

二
上
‐
手ニ

一
後チ

／
亦
喜ム

レ
獵ヲ

雖
レ
老
‐
鷹ト

久ク

坐
ス
ユ
ル
時
ハ

則
初メ
テ

放ツ

時ニ
ク

シ須
レ
澤フ

二
／

上
‐
手ヲ

一
〇
浪
ミ
タ
リ
ニ

放テ

レ
下
‐
手ニ

累リ
ニ

出テ
ゝ

不
ル
時
ハ

レ
中ラ

則
鷹
怒ル

因テ

／
以テ

乍チ

驚テ

鮮シ

レ
不
ル
コ
ト

二
揚
ア
カ
リ

‐
去ラ

一
〇
鷹ノ

性
巧ミ
ニ

知リ

レ
主ヲ

知リ

／
レ
家ヲ

又
知ル

レ
好
‐
悪ヲ
ヲ

其ノ

悪テ

レ
雄
‐
雉ヲ

而
好ム
ハ

レ
雌
雉ヲ

者

／
憚

テ
ナ
リ

二
雄ノ

之
強キ
ヲ

一
也
毎ニ

飼フ

二
雄
‐
雉ヲ

一
〇
雉
踰へ
ハ

レ
山ヲ
ク

須へ
シ

レ
察ス

二
／
雉ノ

向
ム
カ
フ

レ
頭ヲ

處ヲ

一

次ニ

察乄

二
鷹
側
ソ
ハ
ム
ル

レ
翅ヲ

處ヲ

一
尋ヨ

レ
之ヲ

〇
雉
」（
十
五
ウ
）
踰へ

レ
山ヲ

鷹
騰
ア
カ
ツ
テ

レ
空ニ

直
タ
ゝ
ニ

上
ノ
ホ
テ

見
ル
時
ハ

レ
雉ヲ

則
皷ク
乄

レ
翅ヲ

疾ト
ク

逝ク

／
不
ル
時
ハ

レ
見
レ
雉ヲ

則
垂レ
テ

レ
翅ヲ

緩ル
ク

下
〇
不乄

レ
見
レ
雉ヲ

而
放ツ
ヲ

／
名テ

曰
二
発
‐
馬ト

一
ク

須へ
シ

二
上
‐
地ナ
ル

一
／

地
／

兩
‐
山
高
‐
峻二

乄

中カ
ニ

有リ

レ
平
‐
原
一タ
ヒ

瞰ミ
テ

倶
ト
モ
ニ

徹セ
ハ

雖
レ
風
フ
ク
ト

／
可シ

レ
放ツ

上
‐
地ナ
リ

也
背ニ
シ

レ
高
‐

山ヲ

臨ミ

レ
大
‐
野ニ

遠
‐
近
洞
‐
／
豁
ナ
ラ
ハ

無
ク
ト
モ

レ
風
可シ

レ
放ツ

次ナ
リ

也
山
回
メ
ク
リ

谷
‐
轉
メ
ク
リ

翳エ
イ

‐
薈

蒙
‐
／
籠
前へ

‐
遮
サ
へ
キ
リ

後リ
へ

‐
蔽
カ
ク
タ

不ル
ハ

レ
知
レ
抵テ
イ

‐
落ヲ

最
‐
下ナ
リ

也
〇
鷹
／
雖
レ
才
ア
リ
ト

不レ
ハ

レ
知

レ
地
‐
形ヲ

多ク

失ス

レ
利ヲ

焉
」（
十
六
オ
）

時
／

二
月
以
‐
後
十
月
以
‐
前
陽
‐
氣
喧
‐
然ナ

リ

切ニ

無レ

二
／
當テ

レ
手
〇
牛
ニ

放
‐
使
フ
コ
ト

一
〇
秋
冬ハ

午
‐
後
春ハ

則
午
‐
前
放
‐
／
使フ

〇
大
‐
抵
薄
‐
暮
喜ム

レ
獵ヲ

／

安
／

鷹ノ

呼
‐
吸
與ト

レ
人
同ス

レ
節ヲ

毎ニ

レ
食ム

速カ
ニ

下タ
ス

レ
食
‐
帒
タ
イ
ニ

上ハ

／
則
柔
‐
軟
下ハ

則
堅
‐
硬
健カ
ニ

拂イ

レ
羽ヲ

拳︱
シ

レ
一
‐
足ヲ

左
‐
／
右
伸へ

レ
氣ヲ

肩
‐
背
‐
羽
不
レ
動カ

肛
‐
門
窄
ス
ホ
ク

‐
小
キ
ニ
乄

而
冷ナ
リ

／
一
‐
日ニ

二
‐
三
‐
屎シ

々
巠
麁
‐
長
末へ

大ニ
乄

如シ

レ
掌ノ

黒
‐
」（
十
六
ウ
）
白
相
‐

離
ハ
ナ
ル
離

宿
ス
ル
時
ハ

則
回ラ
ン

レ
頭ヲ

挿ム

レ
背ニ

此レ

平
‐
安ノ

之
候ナ
リ

也
／

羽
／

翅シ

‐
羽
謂フ

二
之ヲ

翮
一
以テ

二
其ノ

堅
‐
利ヲ

一
故ニ

古へ
ニ

稱ス

レ
劔
‐
羽ト

／
鶻ハ

三
‐
翮カ
ク

鷹ハ

六
‐
翮
鶻

有ル
ハ

レ
二
‐
翮
者
鵶ア

‐
鶻コ
ツ

是
レ
ナ
リ

／
也
鷹ニ

有ル
ハ

レ
七
‐
翮
者
角
‐
鷹
是ナ
リ

也
鶻ノ

類
有リ

二
一
‐
／

翮ノ

者ノ

一
鷹ノ

類
亦
有リ

二
五
‐
翮ノ

者ノ

一
以
レ
此ヲ

優
‐
劣
鈍
‐
／
揵ノ

者チ
リ

焉
第
‐
一
‐
羽ヲ

曰
レ

高
‐
古ト

第
‐
二ヲ

曰
二
遏
‐
強ト

一
／
自リ

レ
第
‐
三
至
ル
マ
テ
ヲ

二
第
‐
十ニ

一
曰フ

レ
縦
‐
羅ト
漢
後里

十

‐
一ヨ

リ

以
‐
／
後ヲ

曰フ

レ
歩
‐
緩ト

也
尾
‐
羽ハ

則
十
‐
二ニ
乄

而
居リ

レ
中ニ

二
‐
」（
十
七
オ
）
羽ヲ

曰フ

二
雄
古
‐
奴ト

一
居ル

レ
兩
‐
邊ニ

者ノ
ヲ

曰フ

二
築
‐
鋤
‐
兀ト

一
亦
／
有リ

二
十
‐
四
‐
羽ノ

者ノ

一
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焉
〇
劔
‐
羽
尾
‐
羽
沸
‐
水
蘸
ヒ
タ
シ

／
出
ス
時
ハ

則
不
レ
折レ

〇
捉
ト
ル
時
ハ

レ
雉ヲ

則
急ニ

掲
カ
ゝ
ケ
テ

二
膝ノ

上へ
ニ

一

乄

令ム
下
ニ

鷹ノ

／
尾
‐
羽ヲ

一
母ヲ

上
レ

損
ス
ル
コ
ト

〇
羽
折レ
テ

而
不ハ

レ
断へ

炙
フ
リ
テ

レ
菁
‐
根ヲ

劈イ
テ

／
レ
之ヲ

乗乄

レ

熱ニ

挾メ
ハ

二
於
折ル
ニ

‐
處ロ
ニ

一
羽
直コ
ト

如シ

レ
故
モ
ト
ノ

矣
〇
冬
‐
／
日
或ハ

因リ

レ
雨
‐
雪
或ハ

因テ

レ
捉
ト
ル
ニ

レ
雉ヲ

羽
若シ

沾イ

濕
フ
時
ハ

即
／
坐乄

レ
陽
‐
地ニ

無キ

レ
烟
細
‐
火
遠ク

照シ

一
レ
之ヲ

又
烘
ア
フ
リ
テ

レ
手ヲ

撫
フ
ル
時
ハ

／
レ
之ヲ

則
速カ
ニ

乾ク

／

鈴
足
纓
長
六
寸

五
分
有
竒

」（
十
七
ウ
）

鈴ハ

要ス

二
小ニ
乄

而
鳴
ン
コ
ト
ヲ

一
單
長
塊
安鈴

務メ
テ

レ
軽
‐
便ヲ

懸ク

レ
之ヲ

／
過
‐
高
ナ
レ
ハ

則
鈴
激
ケ
キ
乄

レ
脊
‐
端ニ

成ナ
ス

レ
瘡ヲ

過
‐
低
ナ
レ
ハ

則
飛
フ
コ
ト

緩シ

／
〇
鈴
鐵
多ク

銅
小ヲ

者ノ
ハ

碎ク

銅
納ヰ
レ

レ
鈴
‐
心ニ

外
裹
ツ
ゝ
ミ

／
レ
黄
‐

泥ニ

壯
‐
火
焼キ

‐
赤
ア
カ
ク
乄

板ノ

上へ
ニ

轉シ

冷
ヒ
ヤ
ス
時
ハ

則
快ク

鳴ナ
ル

〇
／
望
‐
羽
塵
汚ル
ゝ

者ノ

劈イ
テ

二
冬
‐
瓜ノ

肉ヲ

一

挾
ム
時
ハ

レ
之ヲ

則
潔
‐
白ナ
リ

／

架
／

無
レ
烟
浄
‐
廳
寒
‐
温
適
カ
ナ
フ
ハ

レ
中ニ

架ノ

地ナ
リ

也
〇
春
‐
秋ハ

／
貴フ

レ
陰
‐
地ヲ

冬
‐
節ハ
ク

宜へ
シ

レ

向フ

レ
陽ニ

人
‐
物
喧
一
‐
閙ノ

處
佳ヨ
シ

／
〇
最モ

忌ム

二
糠ノ

烟ヲ

一
切ニ
ク

須へ
シ

レ
遠ル

之
〇
北
‐
人
繋
ク
時
ニ

レ

鷹ヲ

」（
十
八
オ
）
或ハ

於シ

レ
穀
‐
石ニ

或ハ

於テ
ス

二
衣
‐
栿フ
リ
ニ

一
架モ

亦
低ク
ヒ

畢コ
ト

無シ

レ

異
ナ
ル
コ
ト

／
レ
土

‐
兀ニ
短
架

名
　

坐
臥
相
‐
狎レ
テ

與ト

レ
猫
‐
犬
雜リ

‐
處リ

故ニ

／
馴
ル
ゝ
コ
ト

如
ク
ニ
乄

レ
家
‐
畜ノ

了ニ

無シ

レ
野
‐
性

矣
／

逸
／

逸
‐
鷹ハ

切ニ

勿レ

二
進ミ

前
ス
ゝ
ン
テ

呼
フ
コ
ト

一
レ
之ヲ

以テ

レ
長
‐
縄ヲ

繋テ

二

活
イ
キ
タ
ル

‐
雉
／
若ク
ハ

活ケ
ル

雞ヲ

一
置テ

二
相ヒ

‐
望ム

處ニ

一
隱ク
乄

レ
身ヲ

弄フ

レ
之ヲ

鷹
若シ

来リ

／
攫
ツ
カ
マ
ハ

徐ク
ニ

待テ

二
甘
マ
ン
シ

‐

啄
ツ
イ
ハ
ム
ヲ

一
或ハ

被リ

レ
髪ヲ

或ハ

被キ

レ

簔ヲ

従リ

二
鷹ノ

前へ

一
／
匍
‐
匐乄

而
進テ

以テ

レ
竿
‐
縄ヲ

潜カ
ニ
カ
ケ
ヨ

二
鷹ノ

頂キ
ニ

一
若シ

無
ク
ン
ハ

二

活
イ
キ
タ
ル

／
雉
一

繋テ

二
死セ
ル

雉ヲ

一
過キ
テ

レ
樹
‐
枝ヲ

遥ニ

執テ

二
縄ノ

端ヲ

一
或ハ

隆
ノ
ホ
レ

レ
之ヲ

」（
十
八
ウ
）
或ハ

墜
オ
ト
乄

レ
之ヲ

使
ム
ル
時
ハ

レ
有ラ

レ
生
‐
気
則
鷹
亦
来リ

攫ム

若
草
／
密
︱
ナ
ラ
ハ

芟カ
リ

去レ

〇
久ク

逸
マ
ケ
タ
ル

之
鷹ハ
ク

須へ
シ

レ
用ユ

二
機
‐
羅ヲ

一
勿レ

用コ
ト

／
レ
竿
‐
縄ヲ

●
止
二
‐
宿
ス
ル
時
ハ

木ノ

上へ
ニ

一

燃
モ
ヤ
シ
テ

二
火ヲ

於
一
‐
里
許
ハ
カ
リ
ニ

一
漸ク

／
進テ

燃シ

レ
之ヲ

至テ

二
四
‐
五
‐
處ニ

一
既ニ

迫リ
テ

二
木ノ

下ニ

一
用ユ

レ
縄
‐
竿ヲ

／
〇
到ル

‐
處
追イ

‐
逐フ
テ

使メ
テ

レ
不ラ

レ

得
レ
獵ヲ

飢
ル
コ
ト

甚乄

然乄

後ニ

謀テ

／
取ル
モ

亦
可ナ
リ

〇
臂ニ
乄

二
他ノ

鷹ヲ

一
徐
‐
々ト
乄

潜カ
ニ

進テ

誘ク
ニ

以
ス
ル
時
ハ

レ
餌ヲ

／
則
不

レ
驚カ

／

●
救
‐
急
‐
方
／

鷹
‐
鶻ハ

天
‐
地ノ

間ノ

竒
‐
物ナ
リ

故ニ

王
‐
公
大
‐
人
莫シ

レ

不
ト
云
コ
ト

」（
十
九
オ
）
レ
愛セ

レ
之ヲ

窮乄

レ
谿
‐
壑ヲ

施シ

レ
羅
‐
網ヲ

晝
‐
夜
調
‐
養ス

其ノ

勤メ

／
如シ

レ
此ノ

而モ

凌
‐
霄ノ

之
氣
見
ラ
レ
テ

レ
屈セ

二

於
人ニ

一
傷リ

レ
心ヲ

迫リ

／
レ
情ニ

外
労シ

内
熱乄

疾
‐
病
易シ

レ
生︱
シ

或ハ

至ル

レ
掃フ
ニ

レ
群ヲ

曽テ

／
無シ

レ
治
‐

術
拱乄

レ
手ヲ

待ツ

レ
斃
ル
ゝ
ヲ

其レ

亦
不
‐
仁
ナ
ル
コ
ト

甚シ

矣
故ニ

／
観ミ

二
其ノ

飲
‐
啄ノ

之
勢ヲ

一
察乄

二
其ノ

肥
‐

痩ノ

之
候︱
ヲ

一
以テ

尋テ

二
／
生
ス
ル
ノ

レ
病ヲ

之
根ヲ

一
将テ

レ
本
草ヲ

因リ

レ
藥
‐
性ニ

遂ニ

著ハ
乄

為
ツ
ク
ル
ト

レ
方︱
ヲ

／
云フ

」

（
十
九
ウ
）

龍
‐
腦
‐
元
　

龍
‐
腦
　
半
‐
分
　
研
ス
ル
大
‐
黄
　
五
‐
分
人
‐
参
三

‐
分
右
三
‐
味
除
テ
レ
龍
‐
腦
ヲ
合
テ
為
二
細
‐
末
ト
〇

／

　
　
　
　
　
　

入
テ
二
龍
‐
腦
ヲ
一
令
メ
テ
レ
勾
ト
ゝ
ノ
へ
滴
テ
ゝ
レ
水
ヲ
作
ナ
ス

レ
丸
ト
如
シ
二
赤
‐
小
‐
豆
ノ
大
サ
一
以
レ
金
‐
箔
ヲ
為
レ
衣
ト
毎
‐

／
服
二

‐
丸

／

當
‐
帰
‐
散
　

當
‐
帰
一
‐
分
　
大
‐
黄
　
三
‐
分
右
　
二
‐
味
咬
‐

咀
乄
用
テ
レ
童
‐
便
ヲ
煎
シ
ヲ
二
去
テ
滓
ヲ
一
待
テ

／
レ
冷
ル
ゝ
ヲ

灌
キ
下
ス

／

皂サ
ウ

‐
角
湯
　

皂
‐
角
　
半
‐
分
水
半
‐
鐘
ニ
煎
乄
待
テ
レ

冷
入
テ
レ
鼻
ニ
令
ム
レ
搐
チ
ク
セ
レ
之
ヲ

／

黄
‐
連
‐
散
　

黄
‐
連
　
大
‐
黄
　
蒲
‐
黄
　
々
‐
栢
　
人
‐
參

右
五
‐
味
各
量
リ
テ
レ
一
‐
銭
ヲ
吹
‐
咀
乄
都
テ

／
作
ナ
シ
レ
一
‐
服
ト
用
テ
二
井
‐
花
‐
水
　
一
‐
小
‐
鐘
ヲ
一

煎
乄
至
ル
二
半
‐
鐘
ニ
一
去
テ
レ
滓
ヲ
待
テ
レ
冷
ヲ
灌
キ
下
ス

」（
二

十
オ
）

朱
‐
砂
‐
散
　�

半
‐
砂
研
ス
リ
雄
‐
黄
研
ル
各
一
‐
分
麝

香
研
ル
半
‐
分
三
‐
稜
三
‐
分
山
‐
茨
‐

／
菰
千
金
‐
子
大
‐
戟
蒲
‐
黄
各
一
‐
分
‐

半
右
七
‐
味
各
量
カ
ル
ㇾ
四
‐
分
ヲ
除
テ

／
レ
蒲
‐
黄
ヲ
合
セ
テ
為
ナ
シ
レ
細
‐

末
ヲ
入
テ
二
蒲
‐
黄
ヲ
一
令
メ
テ
レ

勺
へ
納
レ
テ
二
猪
‐
肝
︲
ノ
内
ウ
チ
ニ
一
以
レ
葉
ヲ
包
ミ
‐
裹
ミ
用
テ
二
／
童
‐
便
ヲ
一
煮
熟
乄
去

リ
レ
肝
ヲ
取
テ
レ
薬
ヲ
丸
ス
ル
コ
ト
如
シ
二
赤
‐
小
‐
豆
ノ
大
甘
ノ
一
毎
‐
服
三
‐
丸
漸
ク
加
テ

／
至
ル
二
五

‐
丸
ミ
一

／

水
銀
散
　

水
‐
銀
　
半
‐
分
　
輕
‐
粉
　
麝
‐
香
　
各
‐
一
‐
分
右

合
セ
‐
研
テ
不
ル
ヲ
レ
息
見
歟
レ
水
‐
星
ヲ
為
レ
度
ト

／
擦
ツ
ク
ス
ル
二

有
レ
虱
處
ニ
一

／

煮
‐
肝
‐
元
／

鷹
‐
鶻
如モ

シ

有レ
ハ

レ
失
フ
コ
ト

二
其ノ

常ノ

度ヲ

一
飲
‐
食
不
レ
調ラ

或ハ

吐ヲ

」（
二
十
ウ
）
レ
食ヲ

或ハ

遅ク

下タ
ス

或

屎シ

渾
‐
濁ス

或ハ

鼻
‐
端
激
‐
熱
促
‐
／
息
漲
‐
氣
困
‐
倦乄

多ク

睡ル

目
‐
晴
不
レ

厲
ハ
ケ
シ
カ
ラ

羽
‐
毛
不
／
レ
快カ
ラ

此レ

等ノ

病
‐
證ニ
ハ

皆
以テ

二
龍
‐
腦
‐
元
黄
‐
連
散
煮
‐
／
肝
‐
元ヲ

一
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治ス

レ
之ヲ

龍
‐
腦
‐
元
尤モ

妙ナ
リ

／

鷹
‐
鶻
如
有テ

二
促
‐
息
漲
‐
氣
鼻
‐
塞
一
而
目ニ

有ル

レ
涙
／
者
ノ
ニ
ハ

以テ

二
朱
‐
砂
‐
散ヲ

一

吹ク

レ
之ニ

亦
用ユ

二
龍
‐
腦
‐
元ヲ

一
此ノ

藥
／
尤モ

宜シ

二
於
鶻ニ

一
若シ

無ハ

二
朱
‐
砂
‐
散
一
以テ

レ
皂

‐
角
‐
湯ヲ

代フ

／
レ
之ニ

鷹
‐
鶻
如モ
シ

或ハ

為ニ

レ
物
所レ
テ

レ
觸レ

目
‐
晴
迷
‐
眩乄

而
／
勢
急
︱
ナ
ル

者ノ
ハ

用ユ

二
當
‐
帰
‐
散ヲ

一
」（
二
十
一
オ
）

渇
‐
證
有リ

レ
二ツ

一ニ
ハ

喘
‐
息
麁
‐
急
二ニ
ハ

鼻
‐
塞リ
テ

咳
‐
嗽ス

／
北
‐
人
謂フ

二
之ヲ

鼻
‐
項
‐

匿ト

一
久
キ
時
ハ

則
黄
‐
水
自リ

レ
口
出ツ

／
若シ

青
‐
水
出
ル
時
ハ

則
立
ト
コ
ロ
ニ

死ス

〇
若シ

喘
急
ナ
ラ
ハ

大
‐
黄
細
‐

／
末乄

裹
ツ
ゝ
ミ
テ

レ
肉ニ

飼フ

レ
之ヲ

或ハ

煮テ

レ
水ニ

灌
ソ
ゝ
ク

レ
之ヲ

又
黄
‐
蘗ハ
ク

‐
實
／
槌ウ
チ

‐
碎テ

裹ミ

‐
飼フ

又
野

‐
人
乾
‐
水
浸乄

レ
肉ニ

飼フ

レ
之ヲ

〇
／
若シ

鼻
塞
カ
ル
時
ハ

萬
‐
病
‐
元
細
‐
末乄

吹ク

レ
鼻
‐
孔ニ

又

令メ

レ
人ヲ

／
吮ス
イ

二
出
サ
シ
ム

鼻ノ

中ノ

濃
‐
汁ヲ

一
々
出レ
ハ

即ス

止ム

過キ
テ

‐
吮
ス
フ
時
ハ

則
傷ル

／
〇
鼻
‐
項
‐
匿ニ
ハ

針

刺サ
ス

二
鼻
‐
傍ニ

一
旋
‐
毛
洞
‐
貫
ス
ル
時
ハ

炙
ス
ル
コ
ト

三
‐
／
七
或
只
刺
サ
シ
テ

レ
神
‐
庭ヲ

納ヰ
ル

二
艾
‐
気ヲ

一
」（
二
十
一
ウ
）

不
レ
食ハ

レ
肉ヲ

喜ミ

レ

飲
ム
コ
ト
ヲ

レ
水ヲ

日ニ

漸ク

消
痩乄

而
屎
潔キ

者ノ

／
北
‐
人
謂
二
之ヲ

内
‐
項
‐
匿ト

一

此ノ

證
最モ

危シ

／

脚
‐
趾
浮
‐
腫ナ

ル

者ノ

謂フ

二
足
‐
項
‐
匿ト

一
針
‐
破乄

後
胡
‐
王
／
師
‐
根
□
□
□
□

□
□
□

納
ヰ
レ
テ

二
針

穴ニ

一
令
ム
レ
ハ

二
爛
タ
ゝ
レ

‐
出サ

一
妙ナ
リ

又
／
火
‐
鐵
‐
針乄

之
納ヰ
ル

二
艾
‐
氣ヲ

一
然モ

百ニ

無シ

二
一ツ
モ

差
ル
コ
ト

一
／

晴
ヒ
ト
ミ

有ル

下
被リ
テ

レ
膜
マ
ケ
ヲ

涙
‐
流レ
テ

不
レ
止マ

回
メ
ク
ラ
シ

レ
頭ヲ

拭
フ
コ
ト

上
レ
肩ヲ

者ノ
ヲ

一
謂フ

二
／
目
‐
項
‐
匿ト

一

山
‐
椒
‐
津
□
□

□
　

和乄

二
初
‐
男ノ

乳
‐
汁ニ

一
滴
ツ
レ
ハ

二
／
眼
‐
中ニ

一
神
‐
妙ナ
リ

又
熊
‐
膽
和乄

レ

乳ニ

滴フ

レ
之ヲ

又
雉
‐
膽
／
滴フ

レ
之ヲ

」（
二
十
二
オ
）

目
眛

イ
レ
テ

レ
物ヲ

致
ス
時
ハ

レ
傷レ
ヲ

陳
‐
榛
‐
子
細
‐
末乄

和乄

レ
乳ニ

滴ツ

レ
之ヲ

／
觸
‐
傷ノ

之
目
久
キ
時
ハ

則
自オ

愈ユ

滴
ツ
ル
モ

レ
乳ヲ

亦
佳
カ
ナ
リ

／

内
冷ヒ

へ

外
‐
熱シ

所ロ

レ
屎
シ
ス
ル

成シ

レ
塊ヲ

白
反
カ
へ
ル

レ
青
‐
緑ニ

者ノ

用テ

二
／
甘
‐
草
‐
湯ヲ

一
和乄

飼カ
フ

無レ
ハ

レ

甘
‐
草
則
温
‐
水
／

有レ
ハ

二
毀
‐
傷ノ

處ロ

一
軽
‐
粉
松
‐
脂
細
‐
末乄

塗ル

レ
之ヲ

成ナ
ル

レ
痂カ
ト

／
去テ

レ
痂ヲ

塗
ヌ
リ
テ

レ
童
‐
便ヲ

令ム

レ
不ラ

レ
成ラ

レ
痂ト

／

屎ニ

有
ル
時
ハ

レ
長
‐
蟲
煎乄

二
狼
‐
牙
草
‐
根ヲ

一
灌キ

‐
下タ
ス

又
細
二
‐
末乄

／
狼
‐
牙
‐
根ヲ

一
裹ミ

‐
飼
フ
コ
ト

二
‐
三
‐
片
／

蟲
‐
食

ク
フ
時
ハ

煮テ

二
苦
‐
参
湯ヲ

一
浄
キ
ヨ
ク

洗フ

」（
二
十
二
ウ
）

有レ
ハ

レ
虱
‐
子
浴ス

二
草
‐

栛

イ
栛 

‐
湯ニ

一
又
梨
‐
蔞
‐
根
栢
‐
部
‐
根
／
二
‐
味
為ナ
乄

レ
末ト

加へ

二
軽
‐
粉
‐
黄
‐
連ヲ

一
細カ
ニ

研
ス
リ
テ

裹ミ

飼フ
ヲ

為ス

／
レ
妙ト

／

有テ

二
下
‐
熱ノ

之
候
一
或ハ

屎シ

‐
イ

乄陋
而
短
キ
時
ハ

月
‐
經
‐
水
浸シ

‐
／
飼フ

又
熊
‐
膽
数
‐
粒

裹ミ

‐
飼フ

清
‐
心
‐
元
小
‐
豆ノ

大ニ
乄

／
裹ミ

‐
飼フ

／

用ル
ノ

レ
藥ヲ

多
‐
少ハ

随フ

二
鷹
‐
鶻ノ

之
大
‐
小ニ

一
／

兄凡
ソ

有レ
ハ

二
不
‐
安
之
候
一
忌ム

二
鴨
白
‐
鶏
黄
‐
狗
‐
肉ヲ

一
／

鷹
‐
鶻ノ

之
病
與ト

レ
人
無シ

レ

異
ナ
ル
コ
ト

兄〇
凡

證
宜ク

二
類
ヲ
モ
テ

推ス

一
要
」（
二
十
三
オ
）
在リ

二
斟
‐
酌乄

用ル
ニ

一
レ
藥ヲ

／

経
‐
驗
‐
方
／

有
二
畜カ
フ

レ
鵶ア

‐
鶻ヲ

者ノ

一
一
‐
日
鼻
‐
息
塞
‐
急
目ニ

有リ

レ
露
‐
／
涙
人
皆
謂テ

二
頂
‐

匿
ナ
リ
ト

一
欲
レ
炙
セ
ン
ト

レ
之ヲ

畜カ
フ

者ノ

謂
鷹
‐
鶻
／
不
ト
云
テ

レ
可
下
以
二
人ノ

病ヲ

一
治ス

上
レ
之ヲ

試ミ
ニ

以テ

二
朱
‐

砂
‐
散ヲ

一
ク

吹ニ

次
レ
之ニ

／
用ユ

二
煮
‐
肝
‐
元ヲ

一
果乄

有リ
ト

レ
神
‐
效
云フ

／

有
二
畜カ
フ

レ
白
‐
黄
‐
鷹ヲ

者ノ

一
随テ

二
鷹ノ

疫
‐
方ニ

一
與へ
テ

レ
十ヲ

無シ

二
一モ

／
活コ
ト

一
而
白
‐
黄
‐
鷹

亦
有リ

二
吐
レ
食ヲ

激
‐
熱ノ

之
候
一
用テ

二
／
龍
‐
腦
‐
元ヲ

一
得ト

レ

存
ス
ル
コ
ト
ヲ

云フ

」（
二
十
三
ウ
）

有
レ
随
フ
コ
ト

二
鷹ノ

疫ニ

一
而
以テ

レ
黄
‐
連
‐
散ヲ

得ト

レ

免
ル
ゝ
コ
ト
ヲ

云フ

／

有
二
畜カ
フ

レ
鷹ヲ

者ノ

一
病
‐
勢
方ニ
キ
サ
ス

人
言ク

放テ

令
シ
メ
テ

レ  5
投ト
ラ

レ
雉ヲ

／
飽マ
テ

飼ハ
ゝ

二
温
‐
血
‐
肉ヲ

一

5
　
捉

〇
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則
差
イ
エ
ン
ト

云フ

畜フ

者ノ

謂ク

鷹ノ

病ハ

皆
／
由テ

レ
熱ニ

而
生ス

労乄

レ
身ヲ

放
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